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9. 研 実 しないこと。) 

すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等

下の２つの方向から研究を進めた。 

3 個が細胞内小胞輸送に関係する因子であり、

績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載究

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

      だけ分かりやすく記述

       は記載しないこと。 

アブラナ科植物の自家不和合性機構解明を目的に、以

１．膜アンカー型細胞質キナーゼ MLPK の機能解析 

 自家不和合性の情報伝達の鍵因子である膜アンカー型キナーゼ MLPK と相互作用する柱頭蛋白質

を、酵母 two-hybrid 法の改良型の DUALmembrane システムを用いて探索した。9.1x106クローンの中

から、相互作用因子候補 50 個を選択した。さらに植物細胞内で MLPK と相互作用するかどうかを BiFC

法により確認し、6個の有力候補を絞り込んだ。この内

自家不和合性反応と小胞輸送の関連が示唆された。 

２．不稔性シロイヌナズナ変異株の探索 

 当初は正遺伝学の手法により初期受粉過程で機能する遺伝子を探索することを計画したが、上記他

の解析により受粉反応や自家不和合性反応に関わると予測される因子の候補が多数得られてきたこ

とから、先にそれらの機能解明を目的とする新手法の確立が急務となってきた。特に生存に必須の因

子については、タグライン解析等では受粉過程への関与を証明できないという問題が生じてきた。そ

こで、形質転換法により自家不和合性を付与しうるシロイヌナズナ系統を対象に、逆遺伝学の要素を

含むTILLING法によるスクリーニング系を確立することにした。EMS処理した種子より4,000個体のM1

株を生育させ自殖種子を得た。現在、本研究を引き続き、約3,500個体のM2株についてゲノムDNAのサ

ンプリングを進めている。 

※ 成果の公表を

 
見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

付すること。添
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P. Nakayama Springer-Verlag 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


